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令和６年１月～診療内容が一部変更になります。

明けましておめでとうございます。3年以上にわたって悩まされ続け

たコロナも昨年10月頃から勢いが衰えやっと通常に近い社会生活を

取り戻した感がありますが、コロナが終わったわけではありません。重

症化や死亡率はかなり低下しているようですが、これまで変異株が

次々と出現し、まだまだ油断は禁物、今後も手洗い、うがいなどの感

染対策は継続していきましょう。

当院も感染対策にはかなり気を配りながら診療を行なってきましたが、

幸い大事には至ることはありませんでしたが、今後も引き続き気を緩

めず診療を続けていきたいと思っております。

昨年は私の専門分野である人工膝関節手術は179例（令和４年は

180例）と前年とほぼ同数でした。若年者対応の新しい手術法である

内側開大式脛骨粗面下骨切り術（OWDTO)も25例と増加しており、

保存的治療で治らない変形性膝関節症が年々増え続けているとの印

象を強く持っております。医療は日進月歩です。絶えず新しい治療法

を模索し、患者さんにいち早く提供できるよう今後も努力を重ねてい

くつもりです。

今年が皆様方にとりまして良き年になることを心より願っております。

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
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森 隆弘先生

明けましておめでとうございます。

昨年１月に入職して、あっという間に１年が過ぎました。

この間１１月までに麻酔管理症例は、３００例を超え

ました。

コロナウイルス感染症も終息せず、インフルエンザも蔓

延しておりますが、本年も引き続き当院で手術を受けら

れる患者様のために頑張っていきますのでよろしくお願

いいたします。

あけましておめでとうございます。

昨年はコロナも感染症5類となり、やっとコロナ前に戻りつつありま

すが皆様いかがお過ごしでしょうか。

私が当院に赴任してもうすぐ5年が経とうとしています。専門は脊

椎ですが当院では坂本先生が多数の膝の手術をされているた

め、頸椎や腰椎の患者さんで手術が必要な時は私が長年勤め

ていた熊本中央病院整形外科に紹介しています。熊本中央病

院整形外科では県内随一の年間500例以上の脊椎手術を行っ

ており、後輩の脊椎外科専門医が３人在籍していて安心です。

昨年も40人近くの患者さんの手術をしていただき２週後には当院

に転院してリハビリを行い皆さん元気にお家に帰られました。首、

腰が痛い、手足がしびれたり力が入りにくい、脚が痛くて長く歩け

ないなどの症状がある方はお気軽にご相談ください。

今年も皆様にとって良い年となることを祈っております。


